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共創ネットワーク

　　　　部科学省は、2013 年 11 月に学校教育法施行

　　　　規則を改正し、学校と地域や企業などが連携

して行う土曜日の教育活動を推進しました。これによ

り、全国で公立の学校と学習塾の連携が加速していま

す。現在では、学習塾に要請して、放課後や土曜日に

任意参加の補習を行う学校が多いようですが、児童や

生徒全員が受ける日々の授業に、学習塾の教材や指導

を取り入れる学校も出てきているようです。

□学校が学習塾と連携する理由

　ゆとり教育によって、学習塾に通っている子どもと

通っていない子どもとの間に学力の格差が生まれまし

た。2007 年から実施されている全国学力・学習状況

調査で学力の二極化が顕著に現れ、学力の底上げを求

められた自治体が、学習塾との連携をはかる動きを見

せ始めました。学力の二極化は経済格差も関係してお

り、経済的な理由で学習塾に通うことができない子ど

もにも学習の機会を同じように与えることで、学力の

向上をはかろうとしています。

　また、保護者から学力向上への強い要望があっても、

学校の教員は業務量が多く補習授業まで面倒を見るこ

とができないという問題がありました。それを解消す

る策として、学習塾と連携して補習授業を行う動きが

見られるようになりました。

□学校と学習塾の連携事例

・大阪府大東市では、2010 年から公益社団法人全国学

習塾協会と連携して「学力向上ゼミ」という授業を行

っています。毎週土曜日に、協会に所属している学習

文

塾から派遣された講師が、小学 4 年生～ 6 年生には算

数の授業を、中学１年生～ 3 年生には数学と英語の授

業を、いずれも希望者を対象に行っています。運営費

は市が補助しており、小学生は月に 1000 円、中学生

は月に 2000 円と、学習塾に通うよりも安い金額で授

業を受けることができます。生活保護などを受けてい

る場合は全額免除となっており、経済的な理由で学習

塾に通うことができない子どもにも学習の機会を与え

ています。

・佐賀県武雄市では、2015 年から花まる学習会 ( 幼児

から小学生を対象とした学習塾 ) と連携して、小学生

を対象に始業前の 15 分間に「花まるタイム」という

取り組みを行っています。花まるタイムとは毎週月曜

日・火曜日・木曜日・金曜日に、担任の先生が音読、

ブロック、計算、書写など４種類の塾教材を使って行

うモジュール授業で、学習の基礎を反復する時間です。

花まるタイムの特徴は、全員が問題を解き終わるまで

は待たず、テンポとリズムを重視して授業を行うこと

です。花まるタイムは学力向上ゼミとは異なり、児童

全員が対象になっています。

　学校と学習塾が連携することによって、学校では省

略してしまう学習内容もしっかり教えることができ、

学習塾が学校の学習を補完することができています。

また、学習塾の行う授業は、無償または廉価なものが

多く、経済格差による学力の二極化を解消するという

利点もあります。しかし、専門家の間では、学習塾が

学校の指導にふみこみすぎないよう、学校側が主体性

を保つ必要があるという意見も出ています。また、都

市部と地方では学習塾の数が大きく異なるため、地域

による格差は拡大していくのではないかという懸念の

声もあります。学習塾側には、学校側の指導方針と齟

齬が出ないように、うまく調整していくことが求めら

れています。　（文／学林舎編集部）

学習現場の行き先

加速化する学校と塾の連携
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　2015 年３月、文部科学省は学習指導要領の一部を

改正し、これまで教科外活動だった道徳を「道徳科」

として、数値評価を行わない「特別の教科」に格上げ

しました。小学校では 2018 年度から、中学校では

2019 年度から検定教科書を導入し、教科書に基づい

た道徳の授業が完全実施されます。ここでは、これか

らの道徳教育を分析・総括します。

　
　「特別の教科　道徳」は「道徳的諸価値についての

理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に

考え、自己の生き方（人間としての生き方）について

の考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、

実践意欲と態度を育てる」ことを目標としました。目

標を達成するための内容項目は、従来通り４つの視点

から構成されていますが、児童・生徒の発達の段階や

環境の変化に合わせて一部順序を改めるなど、それぞ

れ細かな改善が図られています。

　
・指導内容の４つの視点

　
□「A　主として自分自身に関すること」

　自己の在り方を自分自身との関わりで捉え、望まし

い自己の形成を図ることに関するものです。自律的に

判断し、責任のある行動をする［自由と責任］、安全

に気をつけ、よく考えて行動し、節度ある生活をする

［節度、節制］、自分の特徴に気づき、短所を改め長所

を伸ばす［個性の伸長］、より高い目標を立て、努力

して物事をやり抜く［努力と強い意志］（中学校では

加えて向上心、真理の探究、創造等）を扱います。

　
□「B　主として人との関わりに関すること」

　自己を人との関わりにおいて捉え、望ましい人間関

係の構築を図ることに関するものです。身近にいる人

への［思いやり］、家族など生活を支えてくれている

人々への［感謝］、時と場合に応じた適切な行動をと

る［礼儀］、異性についても理解しながら、人間関係

を築いていく［友情］、自分の考えや意見を相手に伝え、

自分と異なる意見や立場を尊重する［相互理解］等を

扱います。

□「C　主として集団や社会との関わりに関すること」

　自己を様々な社会集団や郷土、国家、国際社会との

関わりにおいて捉え、国際社会と向き合うことが求め

られている我が国に生きる日本人としての自覚をも

ち、国家および社会の形成者として必要な道徳性を養

うことに関するものです。法やきまりの意義を理解し

た上で進んでそれらを守る［規則の尊重］、誰に対し

ても差別をすることや偏見をもつことなく、公正、公

平な態度で接し、正義の実現に努める［社会正義］、

働くことや、その意義を理解し、公共のために役に立

つ［勤労、公共の精神］、家族の一員として進んで家

族の役に立つ［家族愛］、協力し合って楽しい学級や

学校をつくる［集団生活の充実］、我が国や郷土の伝

統と文化を大切にし、国や郷土を愛する心をもつ［伝

統と文化の尊重］、他国の人々や文化について理解す

る［国際理解］（中学校では加えて遵法精神、社会参

画等）を扱います。

　
□「D　主として生命や自然、崇高なものとの関わりに

関すること」

　自己を生命や自然、美しいもの、気高いもの、崇高

なものとの関わりにおいて捉え、人間としての自覚を

深めることに関するものです。生命がかけがえのない

ものであることを理解し、生命を尊重する［生命の尊

さ］、自然の崇高さを感じ取り、自然や動植物を大切

にする［自然愛護］、美しいものや気高いものに感動

する心をもつ［感動、畏敬の念］、よりよく生きよう

とする人間の強さや気高さを理解し、人間として生き

る喜びを感じる［よりよく生きる喜び］等を扱います。

・「考え、議論する」授業へ

　「心のノート」を全面改訂した新教材「私たちの道

徳」は、伝統文化や、「日本人としての自覚」を深め

るテーマ、いじめ問題への対応、社会貢献、情報モラ

ルなどの題材が重点的に盛り込まれています。その他、

歴史上の偉人の伝記や名言だけでなく、近年活躍した

人物やスポーツ選手らのエピソードも数多く紹介さ

れ、内容の充実が図られています。学力だけでなく、

豊かな人間性を育て「考え、議論する」道徳教育は、

学校の教育活動全体を通じて行うものとされていま

す。全教育課程の中で、児童・生徒の道徳性を養うだ

けでなく、形式的な授業から実践的な授業へと、道徳

教育の質的向上が期待されます。　（文／学林舎編集部）

学習教育の行き先

学校で行われている
道徳教育とは!?
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学習教育の行き先

留学の意味と価値

　　　　年、様々な分野でグローバル化が進んできて

　　　　います。それに合わせて日本でも、政府や民

間企業の主導のもと、世界を舞台に活躍する人材の育

成を目指して多種多様な取り組み・支援がされていま

す。その一つが、日本から海外への留学促進です。し

かし、2004 年の約 8.3 万人をピークに、日本からの

海外留学生は年々減少しています。なぜ、このような

ことが起きているのでしょうか。

　日本の国立大学を対象に実施された留学制度に関す

るアンケートによると、大学生が留学をためらう要因

として一番大きなものは、「帰国後、留年する可能性

が大きい」という、進路についての不安でした。次いで、

経済的な不安、「大学全体としてのバックアップの不

備」などの大学の体制への不安が見られました。さら

に、文部科学省が実施した、高等学校等の国際交流に

関する調査によると、留学したいと考えている高校生

の割合は全体の約 42% で、残りの、留学したくないと

考えている高校生の不安要素として、「言葉の壁」が

挙げられていました。

　このような現状を受けて、各機関で新たな取り組み

が行われています。文部科学省は、2020 年までに日

本からの海外留学生を倍増させることを目指す「第２

期教育振興基本計画」を掲げています。留学生の経済

的負担を軽減するための寄付促進や、就職・採用活動

開始時期を変更し、留学しやすい環境を整備する、と

いった内容のものです。さらに具体的な対策として、

文部科学省は「トビタテ！留学 JAPAN」という留学促

進キャンペーンを開始しました。その中で、2020 年

までに約１万人の高校生、大学生を派遣留学生として

送り出す計画「官民協働海外留学支援制度～トビタ

テ！留学 JAPAN　日本代表プログラム～」を発表して

います。この計画では、手厚い奨学金が用意されてお

り、留学への不安要素の一つである経済的不安を解消

するものになっています。また、留学前の研修が充実

しているので、「言葉の壁」などの不安も緩和される

と考えられます。

近

　ところで、実際に留学を経験した学生たちは、どの

ような意義を見出しているのでしょうか。留学を決め

たきっかけは各々異なるものの、「日本にいたままで

は出会えない人に会えた」、「日本では気づかなかった

海外との違いを知ることができた」など、新しい経験・

発見ができたという意見がありました。また、留学生

活で「積極性、ものごとを自力で解決する力を身につ

けられた」という意見もありました。これらのことか

ら、留学を経験した学生たちは、大きな留学の成果を

得ていることがわかります。

　では、そのような学生たちを将来採用する、民間企

業から見た留学の意義とは何でしょうか。経済産業省

のアンケート調査によると、海外に拠点をもつ企業で

は、グローバル化を推進する国内人材の確保・育成が

課題だと感じている割合が高いようです。これを受け

て、留学から帰国した学生たちを時期に関係なく採用

できる、新卒者の通年採用を実施している企業が増え

ています。また、海外で就職フェアや講演を開催し、

日本人留学生の就職を支援する取り組みをしている企

業もあります。民間企業側も、グローバル化に対応で

きる人材を求めており、その育成の一端となる留学を

積極的に支援しているのです。

　海外留学は、グローバル化が進む現代において、世

界と対等に戦える力を有し、日本の成長を牽引する人

物を育てる重要なツールの一つです。留学を通して、

新しい出会いや気づきを得、未知のものにチャレンジ

していく精神を身につけることで、これからの時代を

生き抜く力の育成が求められています。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）
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 7月も中旬となり、まもなく梅雨明け、そして夏休み

が始まります。夏の思い出というと私はスポーツ（ア

メリカンフットボール）の練習が強く印象に残ってい

ます。近年地球温暖化の影響で、日本では毎年のよう

に40度前後の猛暑日が続き、スポーツの現場だけでな

く、一般の社会生活においても、熱中症の危険が高

まっています。私が選手としてアメリカンフットボー

ルをしていたころ、気温が高い日でも32～33℃くらい

でしたから、今日その気温なら結構涼しく感じるかも

しれません。それでも当時でも熱中症は起こりました

ので、今日の状況でスポーツをすることは、最悪命を

落とすことにつながります。スポーツ活動には十分な

配慮が必要になります。

　アメリカではスポーツ活動は通常シーズン制を採用

しているため、時期によって活動できるスポーツが決

まっています。春は陸上競技や野球、秋はサッカーや

アメリカンフットボール、冬はバスケットボールやバ

レーボールです。夏に試合が行われるスポーツはない

ので、夏休み中は秋にシーズンを迎える競技の強化練

習くらいになります。

 アメリカでも地域によっては熱中症のリスクがあるた

め、練習時間などに制限を設け、体の負担を取り除く

ことが求められています。競技力を高めるために、厳

しいトレーニングをすることが求められるトップアス

リートであっても、例外なくこの規則を厳守すること

が求められます。また日本でいう合宿に当たるトレー

ニングキャンプも、私がワシントン大学でアシスタン

トコーチをしていたころ、日本同様1日2回練習が当た

り前でしたが、2000年代に入り熱中症の死亡事故が増

え、1日2回練習を2日連続して行うことができなくなり

ました。NFLにいたってはキャンプで1日2回練習は禁止

となっています。スポーツで強くなることと命を引き

換えにしない！、ということです。

　アメリカでとてもユニークな取り組みとして、夏休

みの期間に子どもを預かり、子どもにスポーツを指導

する取り組みがあります。競技力を高めることを目的

とせず、むしろライフスキルやスポーツマンシップが

育まれることをベースにプログラムを組み立てていま

す。アメリカでは一般的に子こどもが一人になると親

が責任を問われます。家の中であってもこども一人で

いることは親の罪となります。子どもが夏休みでも、

親は平日なら仕事をしなければいけない場合、夏休み

の時期1日子どもを預かってくれるプログラムを探し、

子どもたちをプログラムに参加させます。特に人気が

あるのはスポーツプログラムで、ライフスキルやス

ポーツマンシップを身につけることに主眼が置かれて

いるものは、親、そして子供に大変好評です。

　人種差別や暴力、そして殺人事件が絶えないアメリ

カにおいて、子どもがスポーツを通じて正しい生き方

を学ぶ機会を得ること、心身ともに健全な成長につな

げていくことをスポーツ界が支援することは大変重要

なことです。スポーツ界が率先してそのような機会を

子どもに提供していくことは、社会貢献としてとても

重要といえます。（つづく）
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　1962年生まれ。1998年にワシントン大学へアメリカンフットボールコーチ留学。
2000年リーグ制覇、2001年ローズボウルに出場し、ローズボウル制覇に貢献。
国家レベルのリーダーシップ教育に貢献した、ランブライト元ワシントン大学ヘッ
ドコーチよりリーダーシップ教育を学ぶ。
　全米の大学で人格形成プログラム普及に貢献した、ライス元ジョージア工科
大学体育局長よりライフスキル教育を学ぶ。
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http://ameblo.jp/outside-the-box/ 


